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例えば
こんな子どもたちです
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ヤングケアラー とは

Q.
A.
ヤングケアラーはどれくらいいるの？

Q.
A.

Q.
A.

ヤングケアラーは毎日家事や家族の世話をしているの？

ヤングケアラーは生活にどんな影響が出ているの？

　私は、いわゆる「子どもヤングケアラー」「きょう
だいヤングケアラー」として育ってきました。父と母、
３歳上の姉の４人家族の家庭で育ったのですが、躁
うつ病を抱えていた父は、時に抑えきれないほど激
昂して、私たちきょうだいを叱りつけたり暴力を振
るう人でした。母が父に暴力を振るわれている様子も、
幼少期に何度も見ています。
　姉は、私が小学校高学年の時にいじめがきっかけ
で不登校になり、昼夜逆転の生活をしていました。
幻聴によって「悪口を言われている」と訴えたり、
父と喧嘩して時に警察が家に来たり、夜に大声を出
したりする姉の対応を、毎日のようにしていました。
寝ている途中に姉に起こされ、夜な夜な相談に乗る
こともありました。 
　学校では勉強や部活、恋愛に一生懸命になれてい
ましたが、家に帰ると家族のケアが待っている。そ
んな毎日に疲弊していました。大学進学を機に、そ
のような生活から解き放たれたいという気持ちが大
きくなり、実家のある栃木県から埼玉県に移住し、
一人暮らしを始めました。だれもいない静かな部屋
で初めて寝たときのことを、今でも覚えています。
なんと安心して深い眠りにつけたことか。

「家族のケア」が待つ毎日に疲弊

　ヤングケアラーとされる子どもたちは、その状況
が「当たり前」なので疑問に思わないことが多いと
いわれています。しかし、進学や就職、結婚などラ
イフステージが変化するタイミングで、家庭の状況
を客観視できることがあります。
　私の場合は、将来の進路を考えていた高校２年生
のときに、「高校を卒業しても我が家はこの状況が続
くのだろうか」「実家を離れてもいいのだろうか」と
いう不安が強くなりました。そのとき、初めて担任
の先生に相談したものの困らせてしまい、その後ス
クールカウンセラーに相談しても結果は変わらず。
私は「大人はどうせ我が家の悩みに正面から向き合っ
てくれない」と、心を閉ざしてしまいました。この
ことがきっかけで、「将来工学部に行きロボットを作
りたい」という夢を諦め、作業療法士という医療福
祉の専門職の道を選んだのです。結局は、自分自身
が動かなければ何も変えられない状況でした。その
ような社会を変えていきたいと思い、ヤングケアラー
に関する啓発活動や政策提言などを続けています。
　ヤングケアラーの子どもたちには、「偉いね」とか「大
変だね」といった大人の価値基準を一方的に押し付
ける言い方は、するべきではないと考えています。
不満や不安を抱えながらケアをしている子もいれば、
誇りを持ってケアをしている子もいて、一人ひとり
状況が違うからです。今、目の前のヤングケアラー
が何に悩んでいるのか、これからどうしていけばい
いのか、一緒に気持ちを整理したり考えていくことが、
何より大切ではないでしょうか。

大人の価値基準を押し付けない

ヤングケアラーだった頃…
当事者であるヤングケアラーの子どもたちは、どのような状況に置かれ、
どのような思いを抱いているのか。元ヤングケアラーとして講師などを
務める仲田海人さんにお話を伺いました。

仲田  海人さん（元ヤングケアラー）
なか  た　  かいと 

私が

厚生労働省の調査(令和２～３年度)では、世話をしている家族が「いる」と回
答したのは小学６年生で6.5％、中学２年生で5.7％、高校２年生で4.1％、大学
３年生で6.2％でした。これは、回答した中学２年生の17人に1人が、世話を
している家族が「いる」と回答したことになります。

「自分の時間や勉強・睡眠などの時間が取れない」「話せる人がいなくて孤独
を感じる」というヤングケアラーが少なくありません。一方で、家事や家族
の世話などの経験を「その後の人生で活かすことができている」と話す元ヤ
ングケアラーがいることも事実です。

世話をしている家族が「いる」と回答した人は、半数近くが「ほぼ毎日」
世話をしているという結果でした。厚生労働省の調査 ( 令和２年度 ) では、
平日１日あたりに世話に費やす時間として、中学２年生は平均４時間、全日
制高校２年生は平均3.8時間という結果になっています。

出典：厚生労働省・こども家庭庁ホームページ

１９９３年、栃木県那須塩原市生まれ。
作業療法士。 小学校高学年のときに姉
が不登校になり、後に統合失調症を発
症、きょうだいヤングケアラーとなる。
そのことがきっかけで保健医療福祉の
道に進む。


